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やつていつたら必ず成果が上るので

はないかと愚つて，非常に期待して

．いるわけです．今後ともに提携した

いと思つてますが，どうかよろしく

　aSbl贅本主義肚曾でこういう考

えはむずかしいと思うのですが，佳

宅の配分をどうするかという問題は

將來の人口配分の問題と關蓮が深》・

つまリエネルギーの贅源，人口の配

分とマヅチしたような住宅配分の仕

方を御硯究願えないだろうか．

　鐡田　それとやはリ纏濟問題も關

係がある・私は生産技術研究所に封

しては生産技術という名蘭にとらわ

れないでよいのじやないかと思う．

研究というと口奉人は成果が上るこ

とを急いで，成果が上がらぬと技術

研究の意義をなさないということを

いいたがる性格があると思う．研究

というのは永い臼で見てたくさんや

つている醗究の中にいくつかよい＄

のができればよい．よいものを生み

閏すためには結局富士山と同じでべ

一スが廣くなければいけない、べ一

スが廣ければ高い山ができると同じ

で名前にとらわれずに自分のところ

ばこうと碓f言を持ったものをやった

らよいと思う・或るときは雨方で同

じものを研究してtl，よいと考えて、・

る．たくさんあるとζろでよいもの

ができてくるのだと思う．

　小野　みなさんからいろいろ私ど

もの進む方向について御意見をお蓮

べ願つて，われわれの方針亀決つた

ような獄がする，十分皆さんの御期

待に添いたいと思う．（以上）

　　　　　　　　　高歴塵擦係籔の薪測定法

　　　　　　　　　　　　　　鈴木　弘㈱柳
金屠材料の塑性加工屯材料と工具の接観面で作用

している曜勤は，塑性加工の理融1鴨坂撫・にはき
わめて重要な要素であるが加工中の接弱條件の再現が
困難なことが繭いして，瞳擦係数の適確な測定法がな
かつた．

筆者は端爾欄締のくぼみを持つ購形騰謁嚢
片を薮種類作リ，これを各試験片に適合する傾角を持

つpmttUtで縮Lて．矧た噸化と歴縮荷重とから，
聞接に摩擦係撒を求める方法を綿いた．

　圖は直径3翫mm，高さ45㎜，端面の圓錐形くぼみ

　　　羅冊」照瓢　　　　直径πη　　直径mm　　厘径栩　　　薗｛至mrv

の傾角αt；S°・10’，17°，27°の4種の試験片乃塵縮
塗形過程を，上牛のプロフィルで表わしたものである．

角慶aが小さい場舎は，接鰯面における躇擦の影響
が傾斜の影纏邑に打勝ち，その結果試駒片は隙形となる．

aの大なるところで馬雨者の關係が蓮になり試職片
1まツヅミ形となる．

　塑性饗形が進行しているため，端面に？　ltる接脚煕
力の分布は均一ではなく，中心n・らの距離の函勲てあ

るLしかも摩擦織魔一般に駆力の函敷であるため，
上謬の賛瞼結栗からat＝P　Coは摩擦角）のと魁：趨a片
は鋒始圓樽形を維持して肇形する，とただちに結論し

て駆擦係数を求めることは許されない．の

　筆者は圃のような攣形の測定繕果と塵縮祷重三から
出襲して．． ﾄ擦係数を求める解析を行つた．二の方法
の特．長と口すべ蝦占は孜のとおりである．

　工）　塑佳加工における工具と材料の接籔峰件の再現
　　　が容易である．
　2）塑性加工を受ける同一材料につwて實瞼するた

　　　麓謬押Lる拗範園における嘩蘇撚

　3）　摩擦係敷と同時に，材料の塑性饗形曲線が群ら

　　　れるので・塑性加工の理論的取り扱いがきわめ
　　　て便利である．

　腫　　〔1）　E．Siebel．　A　Pomp爾氏はa＝oなる

簸件では軍純歴縮が可能と考えて、璽縮試thとして提
唱している。M．－K．－W．－1．　Eisenforschロng，1928，　p．

5J「～52　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1949・10・3）　．

　　　　　　　　　　精紡機スピンド？v

』一■　　　　　　　　　　の運動》危瞼速度
　　　　　　　　　　　　　　亘　理　厚難鋤
　筆者は上記の題目にっいての解析と危瞼速嘆を求め
碑論式麟いた・Cl）その凱鋤裏t・tDため，輝的
方法によリスピンドル，ブ・．一ドの先端の運醐た態．及

eses位を摸り糸用スピンドルについて覗婆定し・：．λピ

農獺粥享三撃『三黙協：ぎ卿
に存在するばねの弓微，ベルトの張プ，等が考えC．　a。る，

測定の結果はプレード先端の蓮動の軌跡が軍純でなく

繊澱の近傍での比較的安定L繍L跡の例として第
1圃があげられる第1圖はばねの作用方向とベルト張
力？方向とが同じ場合で，〔のは主としてばねに，［b）

は三Eにプレー陶弾性に・（・）はばね及びベルトの聯
成振動によるものと考えられ，いずれもばね方向に具
大の振幅を有する，ばねとベルト張力との關係を訓ぺ
るために　それらの方肉を手種々に饗えて訳レこし　その
振幅（最大！1脛）と騰．laV　eの關係の1部を第堪に示
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　　　　　　　　　第1圖

OlζねXペル瞳同卉向⑦は糧とペルトと題文
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